
2025年度活動報告



自己紹介



とは？

横町編集部が毎月発行している おたより。

「大野のまちを横から見る 」をコンセプトに、

横町スタジオの取り組みだけでなく、

大野で見聞きしたことを紹介しています。



になるまで（ 3年間の「横町通信」時代）

2021 2023 2024



リニューアルの背景

横町編集部の

活動エリアが拡大。

試験的に班回覧を実施

班回覧の反響あり！

横町通信をきっかけに

スタジオを訪れる人も

本格リニューアルで、

横町だけでなく

大野を広く取り上げる

誌面にするのはどうか？

🤔



リニューアルで変えたこと（名前・コンセプト以外）

印刷方法1 配布先2 作り手3
日吉町１区

〈上記に追加〉

大野地区（班回覧）

VIO、そのほか関連施設や自治会

※市内各公民館  / 図書館  予定

まちづくりに

関わりたい

地域の担い手



今関わっている人

企画・制作：

・木村有希
・山本響

4コマ漫画：

パトし（木村聡史）

短歌：

純鶏10本（川口赳司）



名前の由来

「のーのー」＝大野の方言

大野の方言で「ねーねー」の意味。

いろんな人・場所・ものに「のーのー」と

話しかけていく意味を込めました



コンセプト

大野のまちを横から見る

これまで横町スタジオで

住民と活動する中で得られた

横町編集部の基本姿勢を引き継ぎました



横町通信からの転換ポイント

読む人が

作る人にもなれる



横町通信からの転換ポイント

横町スタジオの活動を地域へ発信

地域の魅力と

地域の担い手の発掘



2025年度に新たにやってみたこと



やったことその１

大野に住む人と一緒に

題字を制作&決定



やったことその１

2025.1.14 手仕事の日より

福井工業大学に通う 玉木だいちさん

引き継ぎを経て、３つの案を制作



やったことその１

近所の方、横町編集部と一緒に活動している人、

その他市内の知人や友人に声をかけ、投票を実施（オンライン票も受付）

2025.3.9~10 題字投票日より 2025.3.9~10 題字投票日より



やったことその２

横町以外の題材の取材



やったことその２

gnome 坂本さん夫妻 盆踊り生演奏隊  音人 大野の地下水特集



やったことその２

台湾からのインターン生 みなと1周年企画 雪国のライフハック



やったことその３

他企画との連携



やったことその３

雪国インターンとの連携

市外から大野にきた

学生ならではの視点で、

横町盆踊りを紹介



やったことその４

専用SNSを開設



やったことその４

主な目的

・メディアの認知拡大

・大野市外の人への情報発信

・紙面と違うコンテンツの発信

・アンケートの収集



今年度の活動を振り返って



良かったこと・継続したいこと

横町編集部やみなとの

日々の活動が

関わる人を増やした

年間冊子が、初めてスタジオを

訪れた人に活動紹介をする

媒体として機能した

SNSで実施した

アンケートを通じて 市外の人の

　目に触れる機会を作れた



難しかったこと・直面している課題

外部への取材の数

・月１発刊のスピード感

・現場の生の声を拾いたい

・ネタを集める仕組みづくり

企画そのものの面白さ
・「のーのーといえばこれ！」

　のような、他媒体にはない　

　特徴的な企画作り

紙面に関わる人の人数

・関わりしろの開拓

・新しい人と出会う

　機会づくり



これからのこと



2026年2月28日(土)〜3月1日(日)

のーのーびらき開催！

・2026年度の題字選挙

・今年度のおたよりを 1冊の本に製本

・大野のネタ集め

・オリジナルグッズ販売＋ミニ WS

これからのこと



今後挑戦したいこと！

地域の企業や個人が

関わりながらメディアを運営

・製本や4コマ漫画など、

　自主的なワークショップの企画

・オリジナルグッズの制作・販売

これからのこと



大学連携への希望など

・大学生の滞在・リサーチとの連携

（市内と市外の視点が交差することが、この媒体の特徴に？）

・ものづくりに関する

　企画・ワークショップの継続開催

（新しい担い手・関わり手と出会う場として）



ご清聴ありがとうございました！


